
め
て
い
る
な
ど
、
再
犯
率
の
高
さ
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二
十
一

年
か
ら
の
五
年
間
に
お
い
て
、
無
職
状
態

で
保
護
観
察
を
終
了
し
た
者
と
、
仕
事
を

持
っ
て
い
る
状
態
で
保
護
観
察
を
終
了
し

た
者
と
の
再
犯
率
を
比
較
し
ま
す
と
、
無

職
者
の
再
犯
率
は
有
職
者
の
約
四
倍
に
も

上
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
数
字
か
ら

も
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
自
立
の
た
め
に

必
要
な
「
仕
事
」
の
確
保
を
い
か
に
進
め

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
、
大
き
な
カ

ギ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
協
力
雇
用
主
の
皆
様
に
対
す

る
支
援
の
充
実
強
化
策
と
し
て
、
本
年
度
、

新
た
に
、
協
力
雇
用
主
の
方
に
対
す
る
刑

務
所
出
所
者
等
就
労
奨
励
金
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
刑
務
所
出
所
者

等
が
、
刑
務
所
・
少
年
院
在
所
中
の
職
業

訓
練
、
就
労
支
援
等
に
よ
り
、
矯
正
施
設

か
ら
出
た
後
、
速
や
か
に
安
定
的
で
継
続

的
な
就
労
を
促
す
た
め
、
協
力
雇
用
主
の

方
に
奨
励
金
を
お
支
払
す
る
制
度
で
す
。

更
生
保
護
制
度
が
、
国
民
の
期
待
に
応

え
る
制
度
と
な
る
よ
う
、
充
実
強
化
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
制
度
が
真
に
効

果
あ
る
も
の
と
な
る
に
は
、
地
域
の
皆
様

方
の
御
理
解
を
得
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す

の
で
、
秋
田
県
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
年
四
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
札
幌
保

護
観
察
所
か
ら
参
り
ま
し
た
谷
津
田
（
や

つ
だ
）と
申
し
ま
す
。秋
田
県
の
関
係
機
関
・

団
体
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
更
生
保

護
事
業
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の

御
支
援
と
御
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
今
ま
で
北
海
道
内
の
み
の
勤
務

で
あ
り
、
津
軽
海
峡
を
渡
る
の
は
初
め
て

に
な
り
ま
す
が
、
管
内
の
保
護
司
会
、
更

生
保
護
女
性
の
会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
協
力
雇

用
主
会
な
ど
の
協
力
組
織
の
総
会
等
に
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
伝
統
の
あ
る
秋
田

県
の
更
生
保
護
関
係
者
の
皆
様
が
、
更
生

保
護
の
諸
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
に
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
国
民
が
、
安
全
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
国
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
、
世

界
一
安
全
な
日
本
を
創
り
上
げ
る
た
め
に

は
、
と
り
わ
け
、
刑
務
所
出
所
者
等
の
再

犯
防
止
や
社
会
復
帰
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

更
生
保
護
の
期
待
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

更
生
保
護
が
抱
え
る
課
題
の
ひ
と
つ
に
、

刑
務
所
出
所
者
等
の
再
犯
防
止
と
改
善
更

生
を
目
的
と
し
た
「
仕
事
」
と
「
居
場
所
」

の
確
保
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
犯
罪
状
況
に
お
い
て

は
、
犯
罪
者
総
数
の
う
ち
約
三
割
の
再
犯

者
が
、
事
件
数
総
数
の
う
ち
約
六
割
を
占

「
仕
事
」
と
「
居
場
所
」

秋
田
保
護
観
察
所
長

谷
津
田

陽

治
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★
理
事
会
・
協
議
員
会
開
催

四
月
十
四
日
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
第
一
回
秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
四
月

二
十
三
日
第
一
回
秋
田
県
更
生
保
護
援
護

協
会
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
六

年
度
事
業
成
績
・
収
支
決
算
に
つ
い
て
議

案
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
と
ど
こ
お
り
な
く

遂
行
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し
ま

す
。

★
評
議
員
の
異
動（
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
）

新
任

高
桑

和
雄　
　

阿
部

照
芳

　
　
　
　

齊
藤

茂
美

辞
任

海
道

祐
一　
　

戸
舘　
　

忠

　
　
　
　

皆
川

俊
治

平
成
二
十
七
年
一
月
以
降
に
ご
寄
附
を

寄
せ
ら
れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
金

三
十
万
円

小
畑　
　

悟
様　
　

秋
田
銀
行
様

一
金

二
十
万
円

村
岡

兼
幸
様　
　

沢
木

則
明
様

辻　
　

良
之
様　
　

細
谷

重
直
様

斉
藤　
　

満
様　
　

小
熊

良
悦
様

田
口

昭
一
様　
　

布
谷　
　

博
様

大
内

睦
子
様　
　

大
歯

省
三
様

大
歯

淳
子
様

一
金

十
万
円

八
島

國
雄
様

一
金

三
万
円

曹
洞
宗
秋
田
支
部
様

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
書

Ⅰ

運
営
に
関
す
る
事
項

⑴

近
年
の
経
済
・
雇
用
・
治
安
情
勢
等

に
的
確
に
対
応
し
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る

い
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
更

生
保
護
活
動
を
広
く
社
会
に
周
知
す

る
こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
を
基
に
連
絡
助
成

事
業
を
展
開
し
、
保
護
観
察
対
象
者

等
の
自
立
支
援
の
た
め
、
一
時
保
護
事

業
の一層
の
充
実
を
図
る
。

⑵

財
政
基
盤
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
役
職
員
が一体
と
な
って

更
生
保
護
事
業
の
啓
発
に
努
め
、
会
員

及
び
篤
志
寄
附
者
の
発
掘
と
維
持
に
努

め
、
収
入
財
源
の
安
定
化
を
図
る
。

⑶

理
事
定
数
を
考
慮
の
上
、
理
事
の

補
充
に
努
め
、
よ
り
一
層
の
役
員
体

制
の
充
実
を
図
る
。

Ⅱ

事
業
に
関
す
る
事
項

１

連
絡
助
成
事
業

⑴

保
護
司
活
動
に
対
す
る
助
成

ア

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会
及
び

各
地
区
保
護
司
会
の
事
業
に
対
し

て
助
成
を
行
う
。

イ

保
護
司
研
修
及
び
連
絡
協
議
会

に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

ウ

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

⑵

継
続
保
護
事
業
に
対
す
る
助
成

　
　

更
生
保
護
法
人
秋
田
至
仁
会
の
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

⑶

協
力
組
織
に
対
す
る
助
成

ア

更
生
保
護
女
性
会
関
係

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
及
び

各
地
区
更
生
保
護
女
性
の
会
の
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

イ

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
関
係

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
及
び
各
地
区

Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
の
事
業
に
対
し
て
助
成

を
行
う
。

ウ

協
力
雇
用
主
関
係

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秋
田
県
就

労
支
援
事
業
者
機
構
を
始
め
と
す

る
就
労
支
援
事
業
に
対
し
て
助
成

を
行
う
。

⑷

犯
罪
予
防
活
動
に
対
す
る
協
力

ア

第
六
十
五
回
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
を
中
心
と
し
た
犯
罪
予

防
活
動
に
参
画
す
る
と
と
も
に
関
連

行
事
等
に
対
し
て
助
成
を
行
う
。

イ

社
会
貢
献
活
動
の
実
施
に
対
し
、

援
助
・
協
力
す
る
。

ウ
「
更
生
保
護
」
誌
を
購
入
し
、
関

係
機
関
・
団
体
に
配
布
す
る
。

⑸

機
関
紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行

ア

機
関
紙
「
秋
田
更
生
保
護
」
を

年
二
回
発
行
し
、
保
護
司
及
び
関

係
機
関
・
団
体
等
に
配
布
す
る
。

イ

当
協
会
独
自
に
パン
フ
レ
ッ
ト
を
作

成
し
、
事
業
の
推
進
に
活
用
す
る
。

⑹

秋
田
県
更
生
保
護
大
会
の
共
催

　
　

第
四
十
八
回
秋
田
県
更
生
保
護
大

会
を
共
催
す
る
。

２

一
時
保
護
事
業

　
　

更
生
保
護
事
業
法
第
二
条
第
二
項
に

規
定
さ
れ
る
者
の
更
生
を
促
進
す
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
金
品
を
給
与
又
は
貸

与
し
、
適
切
な
一
時
保
護
事
業
を
行
う
。

特
に
就
労
支
援
に
関
し
て
は
身
元
保
証

の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

３

そ
の
他
の
事
業

⑴

更
生
保
護
関
係
機
関
・
団
体
の
連

絡
協
調
を
支
援
す
る
。

⑵

役
員
研
修
会
を
開
催
し
、
役
員
の

見
識
の
向
上
及
び
相
互
の
親
睦
を
図

る
と
と
も
に
事
務
局
体
制
の
強
化
を

図
る
。

⑶

顕
彰
及
び
慶
弔

ア

本
事
業
の
進
展
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
及
び
団
体
に
対
し
て
顕
彰

を
行
う
。

イ

民
間
協
力
被
顕
彰
者
及
び
更
生

保
護
事
業
功
労
に
よ
る
被
顕
彰
者

に
対
し
て
記
念
品
を
贈
呈
す
る
。

ウ

更
生
保
護
協
力
者
が
保
護
観
察

対
象
者
等
か
ら
被
害
を
受
け
た
と

き
は
見
舞
金
を
支
給
す
る
。

⑷

そ
の
他

ア

全
国
就
労
支
援
会
が
行
う
身
元

保
証
シ
ス
テ
ム
の
事
務
を
処
理
す
る
。

イ

そ
の
他
当
協
会
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
必
要
と
認
め
る
事
業

に
対
し
て
助
成
す
る
。

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
書
（
抄
）

１

基
本
計
画

当
連
合
会
は
、
各
地
区
保
護
司
会
と
の

連
絡
調
整
に
努
め
る
と
と
も
に
、
秋
田
保

護
観
察
所
の
重
点
事
項
等
に
即
し
て
保
護

観
察
及
び
犯
罪
予
防
活
動
が
効
果
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
各
自
治
体
と
の
連
携
・
協

力
関
係
を
今
ま
で
以
上
に
密
に
し
、
も
っ

て
更
生
保
護
事
業
の
進
展
に
努
め
る
。

２

重
点
目
標

⑴

秋
田
県
を
始
め
と
す
る
、
各
自
治

体
と
連
携
し
、
保
護
司
活
動
の
理
解

の
促
進
に
努
め
る
。

⑵

更
生
保
護
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
む
。

⑶

社
会
貢
献
活
動
の
本
格
実
施
に
備

え
、
協
力
が
得
ら
れ
る
施
設
の
開
拓
、

確
保
に
努
め
る
。
ま
た
、
来
年
度
の

刑
の
一
部
執
行
猶
予
制
度
導
入
に
向

け
秋
田
保
護
観
察
所
と
の
連
携
を
↑

秋　田　更　生　保　護 第 62 号（2）平成 27 年７月 25 日

更
生
保
護
関
係
団
体
の
動
き

秋
田
県
保
護
司
会
連
合
会

秋
田
県
更
生
保
護
援
護
協
会

寄
附
者
の
御
芳
名



収入の部
科　　　目 予算額 決算額
補助金等収入 618,000 405,000
寄 附 金収入 4,151,000 4,080,000
財 産 収 入 630,000 631,573
会 費 収 入 2,950,000 2,747,000
雑 収 入 31,000 14,200
合 計 8,380,000 7,877,773

平成26年度　秋田県更生保護援護協会収支決算
（平成26年４月１日〜平成27年３月31日）

支出の部
科　　　目 予算額 決算額

一時保護事業 919,950 617,886
事 務 費 111,950 106,886
金 品 給与費 400,000 331,000
就 労 援助費 408,000 180,000

連絡助成事業 6,915,800 6,894,275
事 務 費 994,800 1,004,986
啓 発 費 500,000 589,770
連 絡 調整費 911,000 851,019
助 成 費 4,510,000 4,448,500

管 理 費 538,250 567,694
予 備 費 6,000 0
合　　　　　　　　計 8,380,000 8,079,855

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

よ
り
一
層
強
化
す
る
。

⑷

第
六
十
五
回
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〟
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
鹿
角
・

男
鹿
・
大
曲
地
区
保
護
司
会
を
指
定

し
、事
業
への
参
加
を
積
極
的
に
行
う
。

⑸

保
護
司
候
補
者
検
討
協
議
会
及
び

更
生
保
護
活
動
の
拠
点
で
あ
る
「
更

生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
各

地
区
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保

護
司
活
動
や
更
生
保
護
関
係
団
体
と

の
連
携
が
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
る
よ

う
支
援
す
る
。

〜
お
知
ら
せ
〜

全
国
保
護
司
連
盟
顕
彰
慶
弔
・
福
利
厚
生

の
改
正
に
つ
い
て

保
護
司
の
退
任
に
際
し
て
の
記
念
品
料

に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
在
会
二
年
以
上
五
年
未
満

…
二
、〇
〇
〇
円
→
廃
止

○
在
会
五
年
以
上
十
年
未
満

…
三
、〇
〇
〇
円
→
廃
止

○
在
会
四
年
以
上
十
年
未
満

記
念
品
（
盾
）
→
新
設

○
在
会
十
年
以
上
二
十
年
未
満

…
記
念
品
（
銀
色
懐
中
時
計
）

○
在
会
二
十
年
以
上

…
記
念
品
（
金
色
懐
中
時
計
）

秋
田
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
〇
─
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
蛭
根
八
五
─
九

秋
田
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
八
─
八
六
四
─
五
二
三
二

Em
ail:hnsw

y549@
ybb.ne.jp

セ
ン
タ
ー
長

伊
藤

正
治

大
館
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
七
─
〇
八
九
七

大
館
市
字
三
ノ
丸
一
三
─
一
九

（
大
館
市
役
所
三
ノ
丸
庁
舎
）

大
館
地
区
保
護
司
会
更
生
保
護
大
館
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
八
六
─
四
二
─
四
二
一
〇

セ
ン
タ
ー
長

渡
邊
三
千
平

鹿
角
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
八
─
五
二
〇
一

鹿
角
市
花
輪
字
荒
田
四
─
一

鹿
角
市
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
内

鹿
角
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
六
─
二
五
─
八
七
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
八
六
─
二
五
─
八
七
二
八

Em
ail:k-hogo@

ink.or.jp

セ
ン
タ
ー
長

畠
山　
　

裕

本
荘
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
八
─
〇
六
〇
四

由
利
本
荘
市
西
目
町
沼
田
字
新
道
下
二
─
六
八
三

西
目
保
健
セ
ン
タ
ー
内

本
荘
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
八
四
─
三
三
─
三
九
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
八
四
─
七
四
─
六
二
〇
〇

セ
ン
タ
ー
長

小
松

義
嗣

横
手
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
九
─
〇
五
二
九

横
手
市
十
文
字
町
字
海
道
下
一
四
─
一

幸
福
会
館
２
Ｆ

横
手
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
八
二
─
二
三
─
八
六
七
〇

Em
ail:y.hogoshikai.sp@

royal.ocn.ne.jp

セ
ン
タ
ー
長

石
山

昭
一

四
月
一
日
新
設

湯
沢
地
区
保
護
司
会

〒
〇
一
二
─
〇
八
二
四

湯
沢
市
佐
竹
町
四
─
五

湯
沢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

湯
沢
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
八
三
─
五
六
─
六
一
九
五

セ
ン
タ
ー
長

石
垣

秀
夫

新
設
に
当
た
っ
て

秋
田
保
護
観
察
所
の
ご
指
導
と
湯
沢
市
の

ご
協
力
に
よ
り
、
市
役
所
に
隣
接
し
た
好
位

置
に
「
湯
沢
地
区
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
が
、
四
月
十
三
日
に
開
所
さ
れ
ま
し

た
。サ

ポ
セ
ン
自
体
は
小
さ
な
部
屋
で
す
が
、

施
設
が
各
種
集
会
施
設
で
す
の
で
、
面
接

や
研
修
の
際
に
も
不
自
由
な
く
利
用
で
き

秋田県保護司会連合会　役員名簿
（平成 27 年６月 10 日）

役　名 氏　名 地　区
会　　長 宮 原 文 彌 大　　 館
副 会 長 加 藤 忠 輔 秋　　 田
同 藤 井 慶 昭 能　　 代
同 茂 木 光 夫 角　　 館

常務理事 新 野 建 臣 潟 上 湖 東
理　　事 佐々木　晋太郎 秋田（ 東 ）
同 栁 沢 和 子 秋田（中央）
同 藍　原　　　博 秋田（臨港）
同 高 桑 和 雄 男　　 鹿
同 佐 藤 進 一 北 秋 田
同 阿 部 照 芳 鹿　　 角
同 佐 藤 吉 寛 本　　 荘
同 磯 部 知 世 横　　 手
同 齊 藤 茂 美 湯　　 沢
同 今 野 幸 悦 大　　 曲
同 進　藤　亜津子 能　　 代
同 伊 藤 勝 子 横　　 手

監　　事 塚 田 武 志 秋田（中央）
同 長 岐 直 介 北 秋 田

←
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そ
う
で
す
。

早
速
、
観

察
所
に
講
師

を
お
願
い
し

「
学
校
担
当

保
護
司
の
勉

強
会
」
を
行

い
ま
し
た
。

古
い
建
物
で

す
が
、
使
い

勝
手
は
良
さ

そ
う
で
す
。

保
護
司
会

の
会
議
や
研

修
、
面
接
等
の
場
所
と
し
て
提
供
い
た
だ

け
る
た
め
、
大
い
に
活
用
で
き
る
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

開
所
以
来
、
地
区
女
性
の
会
会
長
も
二

〜
三
回
立
ち
寄
り
、
ま
た
雇
用
主
会
の
役

員
会
に
利
用
い
た
だ
く
な
ど
関
係
団
体
と

の
横
の
繋
が
り
も
強
ま
っ
て
来
ま
し
た
。

地
域
の
更
生
保
護
活
動
の
拠
点
場
所
と

し
て
、
行
政
や
、
関
係
団
体
と
の
連
携
を

強
め
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
努
め
て
い

き
た
い
と
、
改
め
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
セ
ン
タ
ー
長

石
垣
）

秋
田
至
仁
会
の
現
況
等施設

長

秩
父

孝
郎

更
生
保
護
関
係
各
機
関
の
皆
様
い
つ
も

暖
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
前
号
で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
本
年
は
、
秋
田
至
仁
会
創

設
者
川
村
養
助
先
生
没
後
一
一
〇
周
年
と

な
り
ま
す
。

川
村
先
生
の
功
績
等
に
つ
い
て
は
既
に

皆
様
ご
承
知
の
こ
と
で
あ
り
本
稿
で
は
省

略
い
た
し
ま
す
が
、
先
生
は
正
に
秋
田
県

い
や
東
北
に
お
け
る
更
生
保
護
の
父
な
の

で
す
。

そ
の
後
、
秋
田
至
仁
会
は
い
ろ
ん
な
変

遷
を
経
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
が
、

残
念
な
こ
と
に
先
生
の
顕
彰
碑
・
お
墓
が

長
く
荒
れ
放
題
の
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
、
当
時
秋
田
県
保
護
司

会
連
合
会
会
長
目
黒
勵
氏
は
こ
の
状
況
を

憂
い
、
秋
田
保
護
観
察
所
等
と
協
議
の
上
、

「
川
村
養
助
先
生
を
偲
ぶ
会
」を
立
ち
上
げ
、

八
月
四
日
の
命
日
供
養
祭
が
始
ま
っ
た
の

で
す
。
加
え
て
、
当
時
、
先
生
の
顕
彰
碑
・

お
墓
は
荒
れ
放
題
、
倒
れ
る
寸
前
の
状
態

で
し
た
。
秋
田
市
の
大
歯
省
三
保
護
司
は

私
財
を
投
じ
改
修
に
当
た
り
、
し
か
も
そ

の
工
事
は
秋
田
至
仁
会
か
ら
自
立
し
た
従

業
員
の
手
で
見
事
に
改
修
さ
れ
た
の
で
す
。

先
生
は
ど
ん
な
供
養
よ
り
も
喜
ん
だ
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、
や
は
り
先
生
の

供
養
は
秋
田
至
仁
会
の
義
務
と
の
思
い
か

ら
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
は
秋
田
至
仁

会
が
引
継
ぎ
、
本
年
は
先
生
没
後
一
一
〇

周
年
の
記
念
と
し
て
実
施
し
ま
す
が
、
幸

い
な
こ
と
に
保
護
局
長
様
が
ご
出
席
の
予

定
で
あ
り
、
誠
に
光
栄
の
至
り
で
す
。

更
生
保
護
施
設
に
あ
っ
て
は
非
常
に
厳

し
い
予
算
事
情
に
あ
り
ま
す
が
、
役
職
員

一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
数

平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
現
在

二
十
五
地
区

一
，
九
二
三
名

★
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

総
会

五
月
八
日
、
秋
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て

秋
田
保
護
観
察
所
谷
津
田
所
長
、
本
平
企

画
調
整
課
長
、
畠
山
保
護
観
察
官
、
秋
田

県
保
護
司
会
連
合
会
加
藤
副
会
長
を
御
来

賓
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
。

各
地
区
よ
り
会
員
一
三
〇
名
の
参
加
で

開
催
さ
れ
、綱
領
、会
歌
「
陽
ざ
し
の
中
で
」

を
一
同
で
斉
唱
の
あ
と
、
御
来
賓
の
方
々

よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
会
が
始
ま
り
ま

し
た
。

①
平
成
二
十
六
年
度
事
業
経
過
報
告

②

平
成
二
十
六
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に

会
計
監
査
報
告

③
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
（
案
）
④
平
成
二
十
七
年
度
収
支

予
算
（
案
）
に
つ
い
て
熱
心
な
検
討
の
も

と
承
認
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
の
各
事

業
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

午
後
よ
り
、
秋
田
男
声
合
唱
団
に
よ
る

演
奏
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
員
四
十
九

名
の
内
、
三
十
五
余
名
に
よ
る
男
性
の
み

の
合
唱
に
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
る
程
で

し
た
。
浜
辺
の
歌
、
か
ら
松
、
秋
田
県
民

歌
等
々
十
二
曲
余
り
を
熱
唱
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。

★
五
十
二
回「
日
本
更
生
保
護
女
性
の
集
い
」

東
京
有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

全
国
よ
り
会
員
五
百
名
が
集
い
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
集
い
に
お
い
て
秋
田
県
よ
り
次

の
会
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

・
法
務
大
臣
感
謝
状

　
　
（
鹿　
　

角
）
村

田

イ

ク

・
日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　
　
（
秋　
　

田
）
楠

見

恭

子

　
　
（
大　
　

館
）
石

井

富
美
子

　
　
（
協　
　

和
）
佐

藤

敦

子

★
今
後
の
主
な
行
事

◎
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

九
月
九
日
〜
十
日　
　
　
　

宮
城
県

◎
日
本
更
生
保
護
女
性
会
員
中
央
研
修

　
　

十
月
二
十
七
日
〜
二
十
九
日

東
京

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

　
　

設
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

　
　

十
一
月
六
日　
　
　
　
　
　
　

秋
田

◎
秋
田
県
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会

　
　

十
二
月
初
旬　
　
　
　
　
　
　

秋
田

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
理
事
会

四
月
十
一
日
、
仙
台
市
で
開
催
。
菅
原

会
長
が
出
席
し
た
。

★
日
本
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
協
議
員
会

五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
四
日
に
わ
た

り
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
菅
原
会
長
が
出
席
。

今
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
等
の
ほ
か
日

Ｂ
連
法
人
化
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
発
足
七
十
周
年
記

念
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
た
。

★
秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
総
会

五
月
三
十
日
、
ユ
ー
ス
パ
ル
で
開
催
。

併
せ
て
今
年
度
当
県
連
が
担
当
す
る
第

五
十
七
回
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会
及
び
平

成
二
十
七
年
度
東
北
管
内
地
方
別
Ｂ
Ｂ
Ｓ

会
員
研
修
会
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

★
東
北
地
方
Ｂ
Ｂ
Ｓ
大
会

六
月
二
十
七

日
か
ら
二
十
八

日
に
わ
た
り
、

湯
沢
市
で
開
催

さ
れ
、
東
北
管

内
の
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会

員
の
ほ
か
関
係

機
関
百
名
が
参

集
。
劇
団
わ
ら

び
座
の
脚
本
・

演
出
家
栗
城
宏

氏
ほ
か
役
者
五
名
を
講
師
に
迎
え
「
演
劇

を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

の
向
上
」
を
テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
た
。
二
日
目
は
、
初
日
の
研
修
成

果
を
班
ご
と
に
発
表
し
た
。

関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
に
は
、
御
支

援
・
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

★
「
ハ
ン
グ
・
ル
ー
ズ
」青
年
教
室
の
通
年
開
催

秋
田
地
区
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
が
中
心
と
な
り
、
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秋

田

至

仁

会

秋
田
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟

秋
田
県
更
生
保
護
女
性
連
盟

開所式（４月13日）



障
が
い
の
あ
る
青
少
年
と
地
域
行
事
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
余
暇
活
動
を
楽

し
む
交
流
を
通
年
で
行
っ
て
い
る
。

平
素
か
ら
、
当
機
構
の
活
動
に
対
し
ご

理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
五
月
二
十
一
日
に
ア
キ
タ
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
に
お
い
て
平
成
二
十
七
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
、
平
成
二
十
六
年
度
事
業

報
告
、
収
支
決
算
及
び
役
員
改
選
等
に
つ

い
て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
満
場
一

致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
、
ま
た
、
平
成

二
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
等

に
つ
い
て
出
席
者
へ
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
保
護
観
察
対
象
者
等
へ
の

就
労
機
会
の
提
供
及
び
協
力
雇
用
主
数
の

増
加
な
ど
当
機
構
の
事
業
を
さ
ら
に
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様

方
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
度
も
引
き
続
き
保
護
観
察
対
象
者

等
の
就
労
確
保
に
向
け
た
支
援
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
機
構
会
員
を
対
象
と
し

た
更
生
保
護
関
係
施
設
へ
の
見
学
研
修
を

計
画
す
る
な
ど
、
事
業
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
か
ら
国
の
支
援
制
度
と

し
て
、
刑
務
所
出
所
者
等
就
労
奨
励
金
制

度
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

協
力
雇
用
主
の
皆
様
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
を
周
知
し
、
就
労
機
会
の
増
進
や

協
力
雇
用
主
の
さ
ら
な
る
開
拓
に
努
め
る

と
と
も
に
、
少
し
で
も
雇
用
し
て
い
た
だ

き
や
す
い
環
境
整
備
を
行
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
や

ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

秋
田
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

転

入
（
平
成
27
年
４
月
１
日
付
）

所　
　
　

長

谷
津
田

陽

治

　
　
（
札
幌
保
護
観
察
所
企
画
調
整
課
長
）

企
画
調
整
課
長

本

平

利

幸

　
　
（
北
海
道
地
方
更
生
保
護
委
員
会
統
括
審
査
官
）

統
括
保
護
観
察
官

佐
々
木

光

栄

　
　
（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
総
務
課
長
補
佐
）

保
護
観
察
官

千

田

一

文

　
　
（
東
北
地
方
更
生
保
護
委
員
会
保
護
観
察
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

山

川

浩

夢

　
　
（
仙
台
保
護
観
察
所
社
会
復
帰
調
整
官
）

転

出
所　
　
　

長

杉

山

勝

彦

　
　
（
釧
路
保
護
観
察
所
長
）

企
画
調
整
課
長

佐
々
木

俊

樹

　
　
（
仙
台
保
護
観
察
所
民
間
活
動
支
援
専
門
官
）

統
括
保
護
観
察
官

宮

下　
　
　

隆

　
　
（
釧
路
保
護
観
察
所
統
括
保
護
観
察
官
）

保
護
観
察
官

藤

原

淳

哉

　
　
（
仙
台
保
護
観
察
所
保
護
観
察
官
）

社
会
復
帰
調
整
官

恒

任

英

雄

　
　
（
青
森
保
護
観
察
所
社
会
復
帰
調
整
官
）

　
　
　
　
　
　

企
画
調
整
課
長本も

と

平ひ
ら

利と
し

幸ゆ
き

こ
の
度
、
三
年
ぶ
り

に
秋
田
保
護
観
察
所
で

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

前
回
は
、
初
任
の
統
括

保
護
観
察
官
と
し
て
、

仕
事
も
秋
田
県
の
生
活
も
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
、
更
生
保
護
関
係
団
体
の
皆
様
に
多
大

な
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
、

不
安
な
く
、
安
心
し
て
着
任
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

余
暇
は
、
五
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
マ
ラ
ソ

ン
に
は
ま
っ
て
お
り
、
本
年
も
大
館
市
を
始

め
、
秋
田
、
田
沢
湖
、
男
鹿
、
五
城
目
な
ど

の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
参
加
を
予
定
し
て
お

り
、
秋
田
県
内
の
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
画
調
整
課
長
と

し
て
は
初
め
て
の
勤
務
に
な
り
ま
す
が
、
企

画
調
整
課
係
員
の
経
験
も
活
か
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

統
括
保
護
観
察
官

佐さ

さ

き
々
木

光こ
う

栄え
い

本
年
四
月
の
人
事
異

動
に
よ
り
東
北
地
方
更

生
保
護
委
員
会
か
ら
転

任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
宮
城
県
栗
原
市

の
出
身
で
す
が
、
秋
田

県
に
は
平
成
十
二
年
か
ら
四
年
間
勤
務
し
た

こ
と
が
あ
り
、
今
回
、
十
一
年
ぶ
り
に
再
び

秋
田
の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
、
感
慨
深

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
時
は
あ
ま
り
県
内
各
地
を
回
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
再
び

秋
田
を
満
喫
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
面
で
は
、
総
務
関
係
の
業
務
が
続
き
、

保
護
観
察
業
務
か
ら
し
ば
ら
く
離
れ
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
た
び
統
括
業
務
を
拝

命
し
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
が
、
気
持
ち
を
新
た
に
、
秋
田
県

の
更
生
保
護
の
た
め
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

保
護
観
察
官

千ち

田だ

一か
ず

文ふ
み

本
年
四
月
の
人
事
異

動
に
よ
り
、
東
北
地
方

更
生
保
護
委
員
会
か
ら

転
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
千
田
と
申
し
ま
す
。

私
は
宮
城
県
の
出
身
で
、

こ
れ
ま
で
仙
台
、
山
形
、
福
島
な
ど
主
に
南

東
北
で
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
秋
田
で

の
勤
務
は
今
回
が
初
め
て
と
な
り
、
ま
た
、

五
年
ぶ
り
の
保
護
観
察
所
勤
務
と
な
る
こ
と

か
ら
、
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
、
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
秋
田
の
更
生
保
護
の
た
め
に
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
、
御
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

社
会
復
帰
調
整
官

山や
ま

川か
わ

浩ひ
ろ

夢む

本
年
四
月
の
人
事
異

動
に
よ
り
仙
台
保
護
観

察
所
か
ら
転
任
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
秋
田
で

の
仕
事
は
初
め
て
で
あ

り
ま
し
て
、
新
た
な
職
場
や
生
活
環
境
に
適

応
で
き
る
か
不
安
を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、

一
方
で
、
初
め
て
の
土
地
で
の
生
活
や
人
間

関
係
の
構
築
、
そ
し
て
医
療
観
察
業
務
に
従

事
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
秋
田
県
内
の
精
神

保
健
福
祉
の
関
係
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、

自
分
自
身
が
成
長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
期
待
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
秋
田
県

は
田
沢
湖
や
男
鹿
半
島
な
ど
魅
力
あ
る
豊
か

な
自
然
や
、
竿
燈
ま
つ
り
や
花
火
大
会
、
県

内
各
地
に
あ
る
温
泉
な
ど
、
こ
の
転
勤
を
機

会
に
満
喫
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
非
常
に

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

秋
田
県
の
更
生
保
護
並
び
に
医
療
観
察
業

務
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
叱
咤
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

秋　田　更　生　保　護（5）第 62 号 平成 27 年７月 25 日

秋
田
保
護
観
察
所
人
事
異
動

●
転
入
者
の
あ
い
さ
つ



秋　田　更　生　保　護 第 62 号（6）平成 27 年７月 25 日

ハーフタイムの間に横断幕を掲げて
サポーターにPR（あきぎんスタジアム）

7/1 秋田駅

更女会の方々の野点

7/5 矯正展

今年も大勢の方にいらしてもらいました

入り口で皆さんをお出迎え 暑いなか、ありがとう！

準備開始

参加者も整列

秋田駅改札付近にてリーフレット配布

堀井副知事から激励のことば

大臣メッセージ伝達

ホ
ゴ
ち
ゃ
ん
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト



【お知らせ】J3サッカーチーム「ブラウブリッツ秋田」が“社会を明るくする運動”に協力
　平成 27 年３月、秋田地区保護司会加藤会長、同伊藤常務理事及び秋田保護観察所長が「ブ
ラウブリッツ秋田」の事務所に赴き、運営担当者に“社会を明るくする運動”（以下「社明運動」
という。）への協力を依頼し、どのような広報活動ができるかを確認しました。
　その結果、秋田市制の日である、７月 12 日（日）午後３時からの試合において、広報資
材の配布や会場内のアナウンスなどの協力を得ることができ、今年は、社明運動に対する
認知度が低い、20 代・30 代に焦点をあて、広報資材として、更生保護のイメージキャラ
クターの「ホゴちゃん」とブラウブリッツ秋田のマスコットキャラクターの「ブラウゴン」
をデザインしたクリアファイルを作成し、７月の強調月間における新たな広報活動を実施
することとなりました。

秋　田　更　生　保　護（7）第 62 号 平成 27 年７月 25 日

第65回
“社会を明るくする運動”

男鹿駅「小雨、でも和気あいあい」と

モデル地区

速報

船越駅「晴れたので、和やか」に活動

松田知己美郷町長に内閣総理大臣
メッセージを伝達

主要施設前で全員集合

“社明”市民集会で市民歌合唱
（文化の杜交流館コモステ）

社明グッズの配布

7/12 サッカー

ブラウブリッツ秋田の試合会場で
社明グッズの配布

男　鹿

大　曲

鹿　角

内閣総理大臣のメッセージ

ホゴちゃんクリアファイル



編
集
委
員

　
　
　

櫻
田

元
宏　
　

加
賀
谷
文
秋

　
　
　

新
野

建
臣　
　

伊
藤

昭
子

　
　
　

北
林

暢
子　
　

本
平

利
幸

　
　
　

畠
山

清
寿　
　

菊
地

皆
美

編
集
後
記

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雨
降
り
の
少
な
い
今
日
こ
の
頃
、
い
か
が
お

過
ご
し
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

世
間
で
は
よ
く
、
自
分
も
よ
く
知
ら
ぬ
事
、

あ
る
い
は
先
方
の
知
ら
ぬ
事
を
い
か
に
も

知
っ
て
お
る
よ
う
に
答
え
る
人
も
お
り
ま
す
。

「
あ
ん
た
こ
う
い
う
こ
と
知
っ
て
い
ま
す
か
」

「
私
は
知
り
ま
せ
ん
」
実
際
自
分
が
知
ら
な
い

の
に
、
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
得
意
満
面
と
し

て
、「
俺
が
是
を
聞
い
て
や
っ
た
ら
こ
の
人
は

知
ら
な
い
と
言
っ
た
よ
。
先
生
と
い
っ
て
威

張
っ
て
い
て
も
駄
目
だ
な
こ
り
ゃ
」。
聞
い
て

い
る
本
人
が
何
も
知
ら
な
い
。
そ
う
い
う
ば

か
げ
た
話
が
世
の
中
に
は
よ
く
あ
る
も
の
で

す
。
こ
の
世
の
中
と
い
う
も
の
、
特
に
こ
の

頃
は
そ
う
い
う
こ
と
が
甚
だ
し
い
。
何
に
も

持
っ
て
お
ら
れ
な
く
と
も
、
百
万
長
者
の
よ

う
な
顔
を
し
て
蕩
々
と
演
説
す
る
。
そ
し
て
、

人
の
心
を
欺
く
、
世
の
中
を
欺
く
と
言
う
こ

と
が
横
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
真
実
と
い
う
も
の
を
自
分

の
も
の
と
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
心
不
可

得
に
よ
る
。

櫻
田
元
宏

新

任
（
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日
付
）

次
の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
の
御
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

　
　

川
口

雅
丈
（
秋
田〔
中
央
〕）

　
　

藤
垣

宏
秋
（
秋
田〔
中
央
〕）

　
　

船
山　
　

齊
（
秋
田〔
臨
港
〕）

　
　

奥
山

祖
道
（
男　
　
　

鹿
）

　
　

三
浦　
　

進
（
男　
　
　

鹿
）

　
　

小
野　
　

立
（
能　
　
　

代
）

　
　

梅
田

昌
子
（
能　
　
　

代
）

　
　

淡
路

和
春
（
能　
　
　

代
）

　
　

藤
田　
　

司
（
能　
　
　

代
）

　
　

若
狭

俊
一
（
能　
　
　

代
）

　
　

伊
勢

善
和
（
大　
　
　

館
）

　
　

栗
山

鉄
志
（
鹿　
　
　

角
）

　
　

太
田
由
美
子
（
横　
　
　

手
）

　
　

石
川
真
須
夫
（
横　
　
　

手
）

　
　

佐
々
木
淳
一
（
大　
　
　

曲
）

保
護
司
の
異
動

お
く
や
み

中
川

一
男
（
湯
沢
）

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
一
日

（
享
年
七
十
歳
）

齋
藤

和
憲
（
秋
田
［
中
央
］）

平
成
二
十
七
年
四
月
十
三
日

（
享
年
六
十
八
歳
）

平
成
二
十
七
年
一
月
以
降
次
の
方
々
が

保
護
司
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
の
御

尽
力
に
対
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
の
御
健
勝
を
御
祈
念
い
た
し

ま
す
。

（
敬
称
略
）

依
願
解
嘱
（
平
成
二
十
七
年
四
月
三
十
日
）

　
　

髙
橋
千
恵
子
（
大　
　
　

曲
）

任
期
満
了
（
平
成
二
十
七
年
六
月
三
十
日
）

　
　

五
十
嵐
哲
郎
（
秋
田〔
東
〕）

　
　

伊
藤

光
子
（
秋
田〔
中
央
〕）

　
　

野
中

歌
子
（
秋
田〔
臨
港
〕）

　
　

船
木　
　

茂
（
男　
　
　

鹿
）

　
　

児
玉
征
一
郎
（
能　
　
　

代
）

　
　

大
山
テ
ツ
子
（
能　
　
　

代
）

　
　

大
塚

昭
子
（
能　
　
　

代
）

　
　

杉
渕

展
祥
（
能　
　
　

代
）

　
　

菊
地　
　

天
（
能　
　
　

代
）

　
　

森
川　
　

透
（
本　
　
　

荘
）

　
　

泉
川

碩
哉
（
横　
　
　

手
）

　
　

菊
地

一
志
（
横　
　
　

手
）

　
　

鈴
木　
　

卓
（
横　
　
　

手
）

　
　

菊
地

俊
子
（
湯　
　
　

沢
）

平
成
二
十
七
年
度

緊
急
連
絡
先
一
覧
表

秋
田
保
護
観
察
所

緊
急
案
件
の
種
別

氏
　
　
　
　
　
名

電

話

番

号

主
に
保
護
司
の
人
事
に
関
す
る

こ
と

企
画
調
整
課
長

本
平

利
幸
〇
八
〇
─
三
二
三
六
─
三
六
〇
七

主
に
保
護
観
察
事
件
に
関
す
る

こ
と

統
括
保
護
観
察
官久

野

昌
美
〇
一
八
─
八
四
五
─
一
一
五
六

主
に
更
生
緊
急
保
護
事
件
及
び

更
生
保
護
施
設
に
関
す
る
こ
と
統
括
保
護
観
察
官佐

々
木
光
栄
〇
八
〇
─
五
二
二
九
─
二
八
一
三

秋
田
保
護
観
察
所
長

谷
津
田
陽
治

〇
九
〇
─
一
六
四
六
─
四
二
〇
九

※
所
管
課
長
、
統
括
が
不
在
の
場
合
は
、
他
の
幹
部
職
員
に
連
絡
願
い
ま
す
。
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瑞
宝
双
光
章
（
更
生
保
護
功
労
）

佐
藤

舜
英

（
大
館
地
区
保
護
司
）

藍
綬
褒
章
（
更
生
保
護
功
績
）

村
上

憲
一

（
北
秋
田
地
区
保
護
司
）

更
生
保
護
以
外
の
功
労

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

水
澤　
　

勤
（
元
秋
田
（
臨
港
）
地
区
保
護
司
）

死
亡
叙
位

従
六
位
（
平
成
二
十
七
年
二
月
八
日
付
）

成
川
ア
サ
ヨ
（
元
能
代
地
区
保
護
司
）

栄
誉
に
輝
く

叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲
・
褒
章

（
平
成
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
）

平
成
二
十
七
年
度
春
の
叙
勲
及
び

褒
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
管
内
の
更

生
保
護
関
係
者
の
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

永
年
の
御
功
労
・
御
功
績
に
よ
り

め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
な
お
一
層
の
御
健
勝
と
御

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（敬

称
略
）




